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バイカウントクラシックオルガン について

現代のクラシックオルガンは、コンピュータで制御しております。

電源を入れてから、初期設定が完了するまでに、機種によって違いますが、約10秒かかります。
「カチッ」という音がするまでは、メモリーボタンや、ストップ等には触れないで下さい。

誤動作を起こすことがあります。

↓

もし、誤動作が発生したときは、一度、電源を切り、再度、電源を入れなおしてください。(再起動)
↓

再起動しても、不具合があるときは、リセット(ファクトリーセッテング)をかけてください。

再場出荷時と同じ状態に戻ります。ファクトリ十セツテングをかけると、メモリー内容も消えて

しまいますので、必ず別途筆記をお願いします。

↓

リセット方法     
｀

コントロールセンター(引き出し)の、カーソル上Aと、下▼を押さえた状態で電源を入れます。

リセットが終了するまでに約10秒かかります。必ず、「カチッ」いう音を確認してから、ご使用ください。

その他、取扱説明書に大事なことが書いてありますので、参照してください。

自動演奏装置付 オルガンの フロッピーディスクについて

フロッピーディスクは薄い磁気シートです。高温、多湿、磁気、ホョリ等は避けて保管してください。

録音、再生中に電源を切ったり、イジェクトボタンを押すと、データが消滅することがあります。
必ず、ストップボタンを押してから、次の動作に入ってください。
フロッピーデスクのデータは、パソコンや、別のフロッピーヘの保存をお願いいたします。
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1,重要な注意点

1.1楽器のケア

・オJレがン本体やコントロール部(ノフ
・
、ストップ、ホ

・
タン等)に無理な力を加えないで下さい。

・ラプオ、テレビ、コンヒ
°
ューター、ビ予

・
オ等 強いノイスを出す機器の近くに、オルがンを設置しないで

下さい。
‐熱源の近く、湿気の多い場所、ほこりっぱい場所、また磁気の強い所にオJレがンを設置し
ないで下さい。

・楽器を直射日光にさらさないで下さい。 
'

・楽器内部に異物を入れたり、液体をこぼしたりしないで下さい。

・掃除をする場合は、柔らかいフ
・
ラシか、エアを使用して下さい。洗剤、溶剤、アJレコーJレは決

して使わないで下さい。

・スピーカーヘの接続にはシールドケーフ
'ル
を使用して下さい。 ケープルをはずすときは、必ずコネクター

部分を持って下さい。またケーフ
・
Jレを巻くときは、結んだり、ねじったりしないで下さい。

・スピーカーヘの接続を確認してから、スイッチをONにして下さい。雑音や危険なヒとク信号を
避けることが出来ます。

・長期間オJ♭がンを使用しない場合は、電源ツケットからプラクを抜いて下さい。

1.2フロッヒ
°―・テ

'ィ
スクの注意点

1・品質の良いフロッピー・ディスクをご使用下さい。

・フロッピー・ディスク・卜
・
ライフ

・
のLEDが点灯中はフロッピーディスクを取り出さないで下さい。

ヘット
・
をいため、磁気テ

・―夕を破壊する恐れがあります。

・
wS―DOSスタンダート

・
にフォーマットした3.5″フロッピー・ディスク(720Kbまたは1.44Mb)をご使用

下さい。

・フロッヒ
°―・予

・
ィスクを熱源、磁気を発するもの(コンヒ

・
ューター、ビデオ、スヒとカー等)の近くや、

湿気のある場所、ほこりっぱい場所に保管しないで下さい。

・壊れたフロッピー・予
・
ィスクを使用して、フロッヒ七・予

・
ィスク・卜

・
ライプが損傷を受けた場合は、

メ→〕「は責任を負いません。



2.コントロールと担差1境

2日1サイト
・
ハ
°
ネル

左′ヽ
°
ネル

1.[Man.咽(D卜
・
ローストップ:Man.Iの卜

・
ローストッフ

°
と、トレモ回、

カプラーもあります。

o[I1/咽:Man,IIのホ
・
イスをMan.Iで演 奏 できます。

2.[PEDA日のド白―ストッフlここには足鍵盤のホ
や
イスと

カプラーがあります。

o[1/P]:Man.Iのホ
・
イスを足鍵盤で演奏できます。

o[I1/P]:Man.IIのホ
'イ
スを足鍵盤で演奏できます。

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

晶

⑥

◎

③

◎

昼

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎



3 . [ P O W E R ]スイッチオルがンのメイン電源スイッチです。

4 . [ E X T , S P K ] ス イッチ 外 部 スヒ
°
一カー

をオン
・
オフす る

[EXT+12VDC]用 のスイッチです。
= T ■   車

十

トレモ回の卜
・
ローストッフ

°
です。

⑧

③

③

③

押
亜

◎

◎

◎

◎

◎

③

③

③

右ハ
°
ネ,レ

1.[Man.IE α沐
・
ローストッフ

°
:Man.Hと、

2.ETRANDPOSE可 セレクター:■5～-6半音の範囲で

チューニングを変えられます。

3.[MEMORY BANK]セ レクター:8つ α)メモリ
ーハ

や
ンクには

シ
・
ェネラ'レメモリーと専用メモリーを保存できます。

トータル:シ
・
ェネラル・メモリー48。

この機能は複数のオJレカとストが1台のオルがンを

使用する場合に便利です。

各オルがニストがそれぞれのレシ
・
ストレーションを

メモリーできます。



2.2手 錠聾整笥IてDサム・ヒ
°
ストンα)コントロール

1.[S]ホ1タン:メモリー保存用のセットホ
Ⅲ
タンです。メモリーを保存するには、まずSホ

・
タンを押し、押したまま

保存するメモリーホ
・
タンを押します。

2.MIDI TO部 :ここには各手鍵盤と足鍵盤のチャンネルから、MIDIノートの送信をテクティプにする
ホ
Sタ
ンがあります。関連するMIDけャン和♭が有効なときは、 これらのホ

・
タンが点灯します。

3.メモリー:ここにはオ,レがンのシ
'ェ
ネラル・メモリーがあります。

メモリーにはHRというホ
・
タンがあります。これはメモリーを作動させる前のレプストレーションに

もどす機能を持っています。

メモリーに保存できるのは次のものです。
一ホ

・
イス

ーカフ
°
ラー

ートレミュラント(スヒと卜
・
及び深さ含む)

一MIDI TOコントロール、フ
°
ロク

・
ラム・チェンシ

い
、

シ
'ェ
ネラ,レ・メモリーには、
一オルカ

｀
ン・ソロ

ーエンクロース
・
卜
・
、

次の機能も保存できます。

オートマティックヘ
°
夕
や
ル

4.[ENC]ホ
'タ

ン:このホ
や
タンを押 す と、Man.IIのへ

°
夕
',レ

でオザレがン全 体 の ホ
'リ
ュームをコントロールできます。

5,EA.P.]ホ
・
タン:このホ

・
タンを押すと、Man,Iの最低音32音で、足鍵盤のホ

や
イスを演奏できます。

このとき、音は低音を優先して、単音となります。また足鍵盤からは音が出なくなります。

6.ET3ホ
・
タン:このホ

・
タンを押すと、 トゥッティになります。

トゥッティは変更できます。ホ
・
イスとカプラーを選び、Sを押しながらTを押してください。

7.[C]ホ
・
タン:これはキャンセルホ

Ⅲ
タンで、ホ

や
イスやカプラーをキャンセルし、[HR]ホ

°
シ
・
ションに戻します。



2.3足鍵盤のコント回―ル

1 . [ M a n . 1 / P E D A L ]へ
°
ダ,レ:このへ

°
夕
・
ルでM a n , Iと足鍵 盤 の

ホ
・
リューム,コントロールができます。

5.[Man,IIBへ
°
ダル:このへ°夕

・
ルでMan.Hのホ

・
リューム

コントロールができます。

量 量

一―



2.4鍵盤棚下の接続端子

1.ヘッドフォンツケット:ヘット
・
フォンの接続端子です。(フォン・プャック)ヘッドフォンをつなぐと、カレガンの音

が出なくなります。           
ヽ

注意:ヘッドフォンの音を最適にするために、16Ωのヘッドフォンを推奨しま
す。

2_MIDIツケット:MIDIインターフェースを持 つ楽器 の接続 に使 用する、5ピンのDINフ
°
ラク

・
用 のソケットです。

INは 他 のMIDIツースから送られた信号を受 け、OUTは プレスティップ80か ら発信 した

信号を送り出し、THRUは INに受けた信号を正確に送り出すための端子です。

S'鮮 揺報鞘雑報韓群こ苔塙騒目

MPandai geqじenじBL elこ口

樹競 Kttattsk舎 齢 :u「
継lいl者陥pl税律にじほぃ

3.インフ
°
ットツケット 他の楽器で演奏したものを、オJレカラのアンプで音を出すための端子です。

この端子はヒ
°
ン・シ

や
ャックです。

音源がモノの場合はL(MONO)へつないでください。

③Q◎ ◎③③ ③③
HttE応 0内ぬ  

TH吾 u 
 患 品`    

'N   翻 軌 ぬlrユ
ー

産】pandei saqttnce丘 盛亀

堅
め



4.アウトフ
°
ットッケット:アンフ

°
を通さない信号を送り出す端子で、アンフ

°
付スヒ

°―カーや録音システムヘ

接続するためのものですと

信号がモノの場合はL(MONO)へ つないでください。

内Ⅵlott rttE鴻だi「Jg syま密コょ

持親eに対bめぇC造′ョ偽FI間をL Ott.

とさf■,貴Ittfr士ェ_賛ェ1_津主_…」

2.5リア・ハ
°
ネJレの接続

1.[EXT,+12VDC]:[OUTPU司へ接続したスピーカーにD012Vを送るための端子です。

外部スヒ
°一カー(v28等)は、左サイドハ

°
ネルの下にある[EXT.SPKBスイッチでオン・オフ

できます。

2.[OUTPU司 部:ここには外部スヒ
°一カーを接続する4個のライン・アウトがあります。

コントロールfユニットを使うと、オーテ
・
ィオ・アウトプットのハ

°
ラメーターを変更することができます。

(ホ
・
リューム、予

・
ィレー、イコライサと等)こ のようにして、実際のオ,レがンのウインド・チエストの

音響にちかずけることができます。

これ らの機 台Bは EXTERNAL OUTPUTS 00NTROLや EXTERNAL VOICES

ROUTERと呼ばれます。詳細はアト
'ハ'ン

スト・マニュアルをご参照ください。

Ｆ

に射ね33点「3〕仰th=Qttanf etc.

転中小田
中

O ③ 0 0 0 0 0
“    。じゃuT    どヽ_    lttuT     す



警告 !

実際のハ
°
イフ

°
の音響に似せるためには、スヒ

°一カーをアウトフ
°
ットサンハ

・―に従つて配置
する必要があります。アウトプット1のスヒとカーは一番左端に置き、順に配置します。
つまリー番右側にはアウトプット4のスピーカーがくることになります。
セントラル・コント由―ル・ユニットにある、手鍵盤と足鍵盤のホ

・
リュームコントロールとエクスプレッション

ヘ
°
夕
・
Jレは リアハ

°
ネJレと鍵盤棚下にある[OUTPUT]にも有効です。

これらの[OUTPU刊に影響しないのは、プェネラルホ
・
リュームのつまみだけです。

3.[INPU刊部:ここには外部機器のアウトプット信号を受けて、オルカラのアンプで音を出すための

インフ
°
ット端子があります。接続は次に通りです。

o[L+(R)]、ER]:ステレオのインフ
°
ット端子です。モノの場合は[L十(R)]だけを使つてください。

o[MIC]:マ イクロフォンの接続端子です。

o[GAIN]:MICイ ンフ
°
ットに接続された信号を調整するトリマーです。

リア・ハ
°
ネJレのアウトフ

°
ット接続例

P●球申斡導策 XttS

期iC的げ1留1●



3.セントラルコントローJレユニット

鑓盤棚下のひき出しの中に、セントラル・コントロール・ユニットがあります。

このクイックがイドでは、基本的な部分の記述をします。詳細な機能やハ
°
ラメーターについては

アト
・
ハ
・
ンストマニュアルをご参照下さい。

1.テ
・
ィスフ

°
レイ:2行40文字のテ

・
ィスフ

°
レイに力♭がンの諸機能に関する画面を表示します。

2.メニュー選択ホ
・
タン:これら4個のホ

・
タンでメイン・メニューを選びます。

o EVOICES]:カ レがン・
ホ
・
イスに 関 す るホ

・
タンです 。

o[SET一 UP]:オJレがンの 全 体 設 定 を行 うホ
や
タンです 。

o[MIDI&UTILITY]:MIDIインターフェースの設定と、リアーハ
°
ネルの接続を設定します。

o[DISq:フロッヒと.テ'ィスクとそこに保存されたファイルに関する機能です。

Ｆ



3.VOLUMES部 :オルがン各部の音量を調整するものです。

o EPEDAL]: 足鍵盤のホ
・
リュームコントロール。

o EMAN_咽: 第2手鍵盤のホ
や
リューム・コントロール。

o[REVERB]: リハ
・―フ

・
エフエクトのレヘ

・
ル評]ヨ警。

o[GENERAL]: オルカ
・
ンα)!埜体 ホ

や1)ュームレヘ
・
ル評]呂警。

4 .シーケンサー:ここにはマルチ・トラツク・シーケンサーの操作ホ
・
タンがあります。

o [ P L A Y ] :   レコーテ
や
ィンク

・
したM I D Iシーケンスのフ

°
レイハ

・
ックに使います。

o [ R E C O R D ] :  レコーディンク
・
のスタートに使います。

o[METRONOME]: このホ
・
タンを短 く押す とメトロノームが 起 動 します。

長押しすると、メトロノームのセッティンク
・
へLシ

・
が出ます。

o[START一 STOP]: MIDIシーケンスのレコー予
・
ィンク

・
やフ

°
レイハ

・
ックのスタート/ストップに使います。

5.予
・
ィスプレイロファンクションコントロールホ

・
タン:これらのホ

や
タンで、カーソル移動、数値設定、へ

°―プの

選択、コンヒ
°
ューターメッセーシ

・
の確認や拒否を行います。

o[VALUE]:   ハ
°
ラメータ

ーの 設 定 に 使 うエンコー
タ
°
一
。

oカーツJ比  画面のへ
°―プの中でのカーソル移動に使います。

A、 ▼にはLEDが付いていて、点灯時は、次へ
°一シ

や
、前へ

°―プに関連する説明がある

事を示しています。ホ
い
タンを押して、要求されたへ

°―プを見て下さい。

o EENTER]: 機能の内容を表示したり、 テ
・
ィスプレイ上のメッセープの確認に使います。

o[EXI司 : 現在のへ
°一プから出たり、 ディスプレイ上のメッセープの拒否に使います。

楽器の電源をオンにすると、テ
・
ィスプレイは次のようになります。

ENSEMBLE:2    TEMPERAMENT:Equal

TUNING:0

ここには下記のハ
°
ラメーターがあります。

o ENSEMBLE: 経年変化による、各ハ
°
イプ間の整音の微妙な狂いを、8つのレヘ

・
ルで

シミュレートできます。数値は一(完全に調律されている)から8(整音の最大の

狂い)迄になっています。



4.オ,レカ
・
ンシ

や
ェネラルセッティンク

S

中央ハ
°
ネルの [S E T―UP ]ホ

・
タンを押す と、オルがンのシ

・
ェネラJレ

・セッティングが できます。

画面は次のようになります。

[TREMULANT] [REVERB] [KEYBOARDS SETTING]

,EQUA

TREMULANT: 各鍵盤のトレミュラントの設定を行う機能です。

REVERB  :リハとフ
Ⅲ
の種 類 を選 べ ます。

KEYBOARDS SETTING:手 鍵 盤 と足鍵 盤 のハ
°
ラメーターの調 整 を行 う機 能 です。

INTERNAL EQUALIZER:オ ルがン内蔵 のイコライザ
ーの調 整 機 能 です。

注意:

INTERNAL EQUALIZER,ANTIPHONAL OUT,AFC CALIBRAT10Nは アドA「ンスト
・マニュアJレに説明があります。

各機能を変更する場合は、関連するフィールドにカーソルをあて、[ENTE刺を押します。

メイン・メニューヘ戻 るには、[ E X I T ]か[ S E T―U P ]を 押 します。

4.1トレミュラントの設定

各手鍵盤のトレミュラントの深さとスヒL卜
・
の設定ができます。

[ S E T 一 U P ] メ ニュー
か らトレミュラントの フィ

ー
ルドを 選 ぶ と、 デ ィスプ レー

は 下 記 の よ うに な りま す 。

TREMULANT:   Manual I    Manual II

Depth/Speed     16/16       16/16

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

各手鍵盤のトレミュラントの深さとスヒ七卜
・
が下段に表示されます。

/の 左側が深さ、右側がスピードの表示です。それらの数値を変え

あて、エンコータ
・―を回します。

必 要 な 変 更 が 終 わ つた ら、[ESC ]キ
ー
を押 して SET一 UPメニューに 戻 り、

るには、カーソルをその数値に

新しい設定を保存します。

4.2リハとフ
・
の型を選ぶ

ここではリハ一`プの8つのタイフ
°
を選ぶ事ができます。これらのリハとフ

や
はいろいろな環境に置かれ

たオルがンの響をシミュレートするものです。



o  T E M P E R A M E N T :  ここではいろいろな時 代 と国 々の歴 史 的テンヘ
°
ラメントを選 ぶ ことが

できます。MEANTONE,CHAUMONT,WERCKMEISTER,

KIRNBERGER,PYTHAGOREAN,VALLOTTl,KELLNERが

入つています。

MEANTONE:81回 の純粋な長3度(Eb一G/Bb一D/F一A/C―E/G一B/D―畔/A一CttE―G諄)

使 用 で き な い 長 3 度 ( 減 4 度 ) ( B ― D 辞 / F ♯

一

A 幸 / C ♯

―

E ♯ / A b 一 C )

ウルフの5度:G#一Eb、不規則な半音階。

ミーントーンで使用できる調iC,D,G,A,Bbとそれぞれの平行短調。

以下はすべての調を使えるように工夫したものですが、それぞれの響に特徴があ

ります。

W E R C K M E I S T E R :オ ルがニスト、楽 理 学 者 のアンドレアス・ウ
Ⅲ
ェルクマイスターの考 案 になる

もので、1600年代後半の卜
・
イツ音楽に向きます。

KELLNER:Herbett Anton Keliner.1938年フ
・
ラハ生まれ。ウイーン大学で物理学、

数学、天文学を学ぶ。ハ
・
ッハの「平均率クラウ

や
ィア曲集」の研究により、

新しいテンヘ
°
ラルトを確立。18Cの卜

・
イツ音楽、特にハ

・
ッハに向く。

C H A U M O N T : 6つ の 純 正 な長 3度 か らできています。D―F帯/E―G# / F一A/ G―B/

A―C帯/C―Eにれはややせまい)。

17C終りから18世紀初頭のフランス音楽に使われます。

PYTHAGOREAN:純 正5度を保持したもので、中世から15世紀の音楽に向きます。

VALLOTTI Va1lotiのテンヘ
°
ラメントは後にイキ

・
リスのトマス・ヤンク

や
に採用されました。

18世紀のイタリア音楽と、イギリス音楽に向きます。

K E L L N E R :ヘ ルヘ
↑
ルト・アントン・ケルナ

ー
。1 9 3 8年フ

°
ラハ生 まれ 。ハ

・
ッAの 平 均律 クラウ

や
イア曲

集の研究により、1975年に独自の予ンヘ
°
ラルトを考案。18世紀のドイツ音楽、

特にハ
・
ッハの音楽に向きます。



5.レヨーテ
・
ィンク

・
とフ

°
レイハ

や
ック

カンティクス50は録音、フロッヒと予
・
ィスクヘの保存、フ

°
レイハ

・
ック機能を持つたシーケンサーを内蔵しています。

ここでは録音機能の基本的なことを説明します。詳細はアト
・
ハ
・
ンスト・マニュアルをご覧下さい。

5.■演奏した曲を録音する。

レコーテ
｀
ィンク

Ⅲ・モート
「
に入るには、まずフロッヒ

°一・テ
Ⅲ
ィスクを差し込んでから、[RE00RD]ホ

や
タンを押します。

テ
'ィ
スクの読込みが始まると、下記の表示になります。

***Reading disk contents***

Please wait

表示は次のように変わります。

RECORD:NEWSONG Tempo:120  Meas:  1

Ped:REC Man.I:REC Man.II:REC Oommon:REC

次 に、ホ
や
イスとf LのコントロールをO Nに して、[ S T A R T―S T O P ]を 押 します。

シーケンサーがスタートしまする(予備小節(3小節日で]単き始めるとか)をメトロノームで設定できます。)

[START一 STOP]ホ
・
タンの LEDが 設 定 したテンホ

°
と拍 子 に あ わ せ て 点 減 します 。

レコー予
・
ィンク

・
を終 了す る に は 、もう

一
度 [START― STOP]ホ

・
タンを押 します 。

画面にはレコーテ
｀
ィンク

・
したシーケンス(曲)をセープする表示が出ます。またそこに表示された

。MIDファイル名がフロッヒとに書き込まれます。

SEQUENCER SAVE:

SONG:SESS10N l.MID 一 Press ENTER to starL

カーソ,レホ
や
タンでカーツルを移動し、エンコータ

'一
で文字を選びます。

[ENTER]を押せばレコーテ
・
ィンク

・
された曲が保存され、[EXIT]を押せば保存の操作を解除

します。

さらに[EXI司を押せば、メインヘ
°一シ

・
へ戻ります。

注意:

すでに保存してある曲を消さないために、すでに保存してある曲と同じ名前を入力
しないように注意して下さい。同じ名前をセーフ

・
すると、もとものが上書きされます。

予



リハ
Ⅲ…フ

・
タイプを選ぶには、 ESET一UP]メニューからREVERBフ ィールト

・
に入り、ENTERを 手甲します。

ディスプレイの表示は次のようになります。

REVERBERAT10N:  typei Cathedral

エンコーダーを回してお好みのリハとフ
・・タイプを選び、ENTERを押します。

変 更 を保 存 した り、[SET一UP]メ ニューに戻 るときは 、[ESC]キ
ー
を押 して 下 さい。

注意:

オルがン内蔵のリハとフ
Ⅲ
は、オーケストラ・ホ

・
イスにも有効です。また、リア・ハ

°
和レの[INPUT]端子

から入る信号にも有効です。

4.3手鍵盤のシ
・
ェネラルセッティンク

・

鍵盤の設定機能には手鍵盤と足鍵盤の2つのメイン・′ヽ
°
ラメターがあります。

[ S E T T U P 3メニュ=か らK E Y B O A R D  S E T T I N Gの フィTルドに入 ると、最 初 の 画 面 は

RANKS DISTANCE(ア ト
・
ハ
・
ンストマニュア,レに詳 述 )です 。

そこでカーソルホ
や
タン▼ を押 す と、KE Y B O R D S I N V E R S I O Nの ハ

°
ラメ

ーターに入 ります。

KEYBOARDS INVERSION:disable

K E Y B O A R D  I N V E R S 1 0 Nの 機 能 を使 うと、MA N】とMA N . Hが 入 れ 変 わ ります。

設定のしかたは下記の通りです。カーソルを予
'ィ
スプレーの最初にあて、エンコータ

や―を回すと、

enableとdisableを変更することができます。

さらにカーツルホ
や
タン▼ を押すと、最後の鍵盤設定である、ENOLOSEDと AUTOMATIC PEDAL、

また、トレミュラントの深さとスヒとドの設定へ進みます。

ENCLOSED,AUTOMATICPEDAL AND TREMULANT

DEPTH AND SPEED STORED IN MEMORIESiNO

エンコータとでYESを選ぶと、それらをメモリーできます。止める場合はNOを選びます。

注意:
エンクロース

や
卜
・
とオートマ予ィック・へ

°
夕
や
,レをアクティフ

い
にした場合、キャンセルホ

や
タン[C]を押しても、こ

れらは

必要な変更が終わつたら、[ESC]キーを押してSET一UPメニューに戻り、新しい設定を保存します。



5。2レコーテ
・
ィンク

・
した曲をフ

°
レイハ

・
ックする。

レコーテ
｀
ィングした 曲 をプレイハ

Ⅲ
ックす る に は 、フロッヒ

°
一
を 差 しこみ 、[PL A Y ]を 押 しま す 。

フロッヒ
°一の読込みが始まります。

***Reading disk contents***

Please wait

テ
や
ィスクに保存されているすべてのトラック(,MIDファイ,レ)が表示されます。

ERICSONG.MID SESS10NlBMID RE00RD l口MID

RECORD_2,MID RECORD_3.MID

カーツルキーでプレイハ
・
ックしたい出を選 び、[ENTER]を 押 します。

画面は次のようになります。

PLAYi SESS10N l  TempO:120   Meas:  1

Ped:――一 M.I:PLY M,II:PLY  CM:PLY

[ S T A R T ―S T O P ] ホ
・
タンを押す と、フ

°
レイハ

・
ックが 始 まります。

プレイハ
い
ック中にホ

・
イスを変えたり、シーケンサーと一緒に演奏することも可能です。

プレイハ
・
ック中に[PLAY]を押すとホ

°―ス
い
がかかります。

PLAY:SESS10N l  TempO:120   Meas:  1

PD:PSE M.I:PSE M.II:PSE M.lII:PSE CM:PSE

も う い ち ど [ P L A Y ] を 押 す と ホ

°
一

ス

や

が 解 除 さ れ ま す 。

[EXI刊か [PLAY]を 押 せ ばメイン・メニューヘもどります。

庁



6.ホ
や
イスローカル・オフ

オルがンからは音を出さずに、接続した楽器にMIDI信号を送つて(System Exclus市e)音を出す

使い方を回―カル・オフといいます。

日―カル・オフにするには、[S]ホ
←
タンと[C]ホ

｀
タンを同時に押します。すべてのストップがオンになり、

画面は次のようになります。

LOCAL  ON/OFF STOPS SETTING
*********辛 ******ネ *******************************ネ **

回―カルオフモート
や
にするには、日一加レオフにしたいストップを押してそのストップのランプを消します。

設定が終わったら、もういちど[S]ホ
や
タンと[C]ホ枚ンを同時に押して、設定を保存します。

ランプ点灯: ローカJレオンモード
ランプ消灯: ローカ,♭オフモード

通常の操作で、日―カルオフがアクティフ
Sに

なっている場合、ストップが2回点減してから点灯します。

7.ファクトリーセッ予ィンク
・

フアクトリ「セッティンク
・
を行うと、ユーサ

・一が行つた変更がキャンセルされ、すべての設定が
工場出荷時の状態にもどります。
カーソル▲ と▼を同時に押したまま、電源をオンにします。下記の画面が現れます。

Factory Setting in Progress

ファクトリーセッティンク
・
が終ると、画面にメインヘ

°―シ
や
が表示され、カレがンが使えるようになります。
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